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一級建築士事務所　北海道知事登録〇〇〇〇号

北方太郎　様邸新築工事

Ｓ構　造

記号 材質

C1

凡例

G 片筋違45x90を示す

特記なき梁・胴差・桁はG1とする

ﾀｽｷ掛け筋違45x90を示す

特記なき柱はC1とする

小屋筋かい18x105を示す
壁倍率2.5（耐力壁）

構造用合板t=9を示す
壁倍率3.7（耐力壁）

【木柱の有効細長比】

断面二次半径　i＝h/√12　→　105/3.464 = 30.31使 用 柱寸法　　　105x105

断面ｻｲｽﾞ(mm)

G1

G2

G3

G4

G5

G6

G7

G8

G9

E85F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

105 × 105

105 × 105

105 × 120

105 × 150

105 × 180

105 × 210

105 × 240

105 × 270

105 × 300

105 × 330

D E105F345ﾍﾞｲﾋﾊﾞ 105 × 105

軸組図
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▽軒高
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柱 の  高 さ　　　H=2,730 λ＝Ｈ／ｉ＝2730/30.31＝91 < 150  ∴ＯＫ

構造用合板t=9を示す

構造用合板t=9を示す

（非耐力壁部）

柱を示す。断面、材質は右表参照

梁を示す。断面、材質は右表参照
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  必要壁量（地震力）   必要壁量（風圧力：Ｘ方向）   必要壁量（風圧力：Ｙ方向）

床面積 係数 必要壁量 見付面積 係数 必要壁量 見付面積 係数 必要壁量

   

   

  
 

 合計  合計

 判定値  判定値

１階必要壁量の計算　［面積（㎡），壁長・壁量（ｍ）］
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Ｓ構　造1/100
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Ｙ方向対象見付面積　　1/100 Ｘ方向対象見付面積　　1/100

① 11.20×2.350＝26.320㎡

② 11.20×2.835＝31.752㎡　

③ 6.70×2.350＝15.745㎡

④ 6.70×2.835＝18.9945㎡

２階：26.320㎡

１階：26.320＋31.752＝58.072㎡

２階：15.745㎡

１階：15.745＋18.9945＝34.740㎡

見付面積算定　必要軸組量算定

判定値 判定値 

合計 合計 
 

  

   

   

必要壁量係数見付面積必要壁量係数見付面積必要壁量係数床面積

必要壁量（風圧力：Ｙ方向）  必要壁量（風圧力：Ｘ方向）  必要壁量（地震力）   

２階必要壁量の計算　［面積（㎡），壁長・壁量（ｍ）］

0.33

0.21 68.04

 68.04

15.745

34.740

26.320

58.072

14.289

22.454

 7.8730.50

0.50

 7.873

14.289

17.370

0.50

0.50

13.160

13.160

29.036

14.289

29.036
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構　造 Ｓ

(ﾛ)　当該軸組長さ(m) (ﾊ)=(ｲ)×(ﾛ)　軸組長さ(m)
軸組の長さ(m) (ｲ)

1　　階 2　　階 1　　階 2　　階
軸組の種類 倍　率

Ｘ方向 Ｙ方向 Ｘ方向 Ｙ方向 Ｘ方向 Ｙ方向 Ｘ方向 Ｙ方向

木づりを柱及び間柱の片面に 0.5(1)
打ちつけたもの
木づりを柱及び間柱の両面に

1.0(2)
打ちつけたもの

(3) 1.5㎝ × 9.0㎝の木材 1.0

1.5㎝ × 9.0㎝の木材タスキ 2.0(4)

9㎜の鉄筋 1.0(5)

9㎜の鉄筋のタスキ 2.0(6)

3.0㎝ × 9.0㎝の木材 1.5(7)

3.03.0㎝ × 9.0㎝の木材タスキ(8)

2.04.5㎝ × 9.0㎝の木材(9)

4.5㎝ × 9.0㎝の木材タスキ 4.0(10)

3.09.0㎝ × 9.0㎝の木材(11)

5.0(12) 9.0㎝ × 9.0㎝の木材タスキ

建設大臣が認めたもの 0.5～5.0

2.5( ) ( )構造用パネル 9㎜
(13)

( )( )

( )( )

(1)(2)又は(13)の壁と(3)～(11)の おのおの
(14)

筋かいとの併用 （昭和56告示1100） の和 5.0

ｘ1 ｙ1 ｘ2 ｙ2

合　　　　　　　　　　　計

側端部分の軸組の検討

必 要 壁 量 壁量充足率の検討 壁率比の検討 偏心率の確認
位置階 方 向

充足
計 算 式 床 面 積 係　数 軸組長さ 結 果 判 定 結 果 判 定 結 果 判 定÷軸組長さ (小)÷(大)㎡ ｍ／㎡ ｍ 率値

Ｘ方向
 1.575  ×10.800 ÷ ＞ 1.0017.010

 1.575  ×10.800 17.010 ＞ 1.00÷ ＯＫ ÷ ≧ 0.50 ≦ 0.30

Ｙ方向
 6.300  × 2.700

 6.300  × 2.700

＞ 1.00÷17.010

＞ 1.00÷17.010 ÷ ≧ 0.50 ≦ 0.30ＯＫ

5.613
１　階

①
Ｘ方向

 1.575  ×10.800 ÷ ＞ 1.000.3317.010

②  1.575  ×10.800 17.010 0.33 ＞ 1.00÷ ＯＫ ÷ ≧ 0.50 ≦ 0.30

③
Ｙ方向

 6.300  × 2.700

④  6.300  × 2.700

＞ 1.00÷0.3317.010

＞ 1.00÷0.3317.010 ÷ ≧ 0.50 ≦ 0.30ＯＫ

5.613

5.613

5.613  5.613

 5.613

 5.613

 5.613

２　階
⑤

⑥

⑦

⑧

0.21

0.21

0.21

0.21

3.572

3.572

3.572

3.572

 3.572

 3.572

 3.572

 3.572

有効軸組長さの算出

階 方 向 位置

Ｙ方向

Ｘ方向

Ｙ方向

１　階 Ｘ方向
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種別耐力壁量
ｍ

ｍ

0.00×2.0

0.00×2.0

0.00×2.0

0.00×2.0

45×90ｼﾝｸﾞﾙ t9構造用合板 45×90ﾀｽｷ
存在壁量 ｍ 合計 ｍ

≧

≧

≧

≧

（Ｅ）

（Ｆ）

（Ｃ）

（Ｄ）

14.289

14.289

22.454

29.036

金物の表記

備考

柱頭 柱脚

・　特記なき柱頭・柱脚は い とする

ろ/ろ 　品質性能試験報告書・　

　性能試験成績証明書・大臣認定書品で、

　引抜耐力以上のものであれば変更は可能とする。

・金物は同等 認定書・性能 認定書
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1
.
8
0

1
.
8
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 7.200  7.200

0.90

 3.600  3.600

1.80

1.80

 7.2000.00×2.5

0.00×2.5

1.80×4.0

1.80×4.0

 7.200

 7.200 7.200

⑥ 0.00×4.0

⑤ 0.00×4.0

⑧ 0.00×4.0

⑦ 0.00×4.0

② 0.00×4.07.20×2.5

① 0.00×4.0

④ 0.00×4.06.30×2.5

③ 0.00×4.0

1.80×4.0

0.90×4.0表－１ 軸組長さ算出表

　1.800 　1.800 1.8000.900  3.600  7.200 7.200  7.200

耐力壁配置図　柱頭柱脚金物配置図  軸組長さ算出表

に/に

に/に

に/に に/に

壁長

：柱

特記事項

※ 上図に記載なき部分(非耐力壁)の釘ピッチは上記の２倍(＠300)程度とする。

：t=9 構造用合板(倍率2.5) 山型釘打ち(N50＠150)
◇壁長

壁長

：45×90　すじかい(タスキ)(倍率4.0)

：45×90　すじかい(シングル)(倍率2.0)
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⑲　(4.5+0.5)×0.5+(2.5-2.5)×0.5-1.6＝0.90
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柱頭柱脚金物算定（Ｎ値計算） １２

① ② ③ ④ A B C D E F G H I

J K L

M N O

P Q R

S T

U

V W

X Y Z AA AB AC

Ｅ　2.5×0.5-0.6＝0.65

Ｋ　4.0×0.5-0.6＝1.40

Ｎ　4.0×0.5-0.6＝1.40

Ｐ　4.0×0.5-0.6＝1.40

Ｑ　4.0×0.5-0.6＝1.40

Ｙ　2.5×0.5-0.6＝0.65

1
.
8
0

1
.
8
0

1
.
8
0

1.80

Ａ　2.5×0.8-0.4＝1.60

Ｂ　2.5×0.5-0.6＝0.65

Ｃ　(4.5-0.5)×0.5-0.6＝1.90

Ｄ　(4.5-2.5+0.5)×0.5-0.6＝0.65

Ｆ　(4.5＋0.5)×0.5-0.6＝1.90

Ｇ　(4.5-0.5)×0.5-0.6＝1.40

Ｈ　2.5×0.5-0.6＝0.65

Ｉ　2.5×0.8-0.4＝1.60

Ｊ　(4.5-2.5-0.5)×0.5-0.6＝0.15

Ｌ　(4.5-2.5-0.5)×0.5-0.6＝0.15

Ｍ　(4.5-2.5+0.5)×0.5-0.6＝0.65

Ｏ　(4.5-2.5+0.5)×0.5-0.6＝0.65

◇0
.
9
0

◇

0
.
9
0

Ｒ　(2.5-2.5)×0.5-0.6＝0.00

Ｓ　(2.5-2.5)×0.5-0.6＝0.00

Ｔ　(2.5-2.5)×0.5-0.6＝0.00

Ｕ　2.5×0.8-0.4＝1.60

Ｖ　(2.5-2.5)×0.5-0.6＝0.00

Ｗ　2.5×0.5-0.6＝0.65

Ｘ　2.5×0.5-0.6＝0.65

Ｚ　(4.5+0.5)×0.5-0.6＝1.90

AA　(4.5-0.5)×0.5-0.6＝1.40

AB　2.5×0.5-0.6＝0.65

AC　2.5×0.8-0.4＝1.60

0.90 0.90

◇

0.90
⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪

⑫ ⑬

⑭
⑮ ⑯ ⑰

⑱

⑲

④　(4.5-2.5+0.5)×0.5＋(4.5-2.5-0.5)×0.5－1.6＝0.40

③　(4.5-0.5)×0.5＋(4.5+0.5)×0.5－1.6＝2.90

⑥　(4.5+0.5)×0.5+2.5×0.5-1.6＝2.15

⑦　(4.5-0.5)×0.5+2.5×0.5-1.6＝1.65

⑧　(4.5-0.5)×0.5+2.5×0.5-1.6＝1.65

①　(4.5+0.5)×0.8＋2.5×0.8－1.0＝5.00

⑨　(4.5+0.5)×0.8＋2.5×0.8－1.0＝5.00

⑤　2.5×0.5＋2.5×0.5－1.6＝0.90

②　(4.5-0.5)×0.5＋2.5×0.5－1.6＝1.65

⑩　(4.5-2.5-0.5)×0.5＋(4.5-2.5-0.5)×0.5－1.6＝0.00

⑪　(4.5-2.5-0.5)×0.5＋(4.5-2.5-0.5)×0.5－1.6＝0.00

⑫　(2.5-2.5)×0.5＋(4.5-2.5+0.5)×0.5－1.6＝0.00

⑬　(2.5-2.5)×0.5＋(4.5-2.5+0.5)×0.5－1.6＝0.00

⑭　2.5×0.5-0.6＝0.65

⑮　4.0×0.5-0.6＝1.40

⑯　4.0×0.5-0.6＝1.40

⑰　4.0×0.5-0.6＝1.40

⑱　(2.5-2.5)×0.5-0.6＝0.00

0
.
9
0

0
.
9
0

⑳ 21

22 23 24 25

26

27

28 29 30 31 32 33 34 35

36

37

22　(4.5-4.5+0.5-0.5)×0.5+(2.5-2.5)×0.5-1.6＝0.00

23　2.5×0.5-0.6＝0.65

24　4.0×0.5-0.6＝1.40

25　(4.5-4.5+0.5-0.5)×0.5+(2.5-2.5)×0.5-1.6＝0.00

26　(4.5+0.5)×0.8+2.5×0.8-1.0＝5.00

27　(4.5-4.5+0.5-0.5)×0.5+(2.5-2.5)×0.5-1.6＝0.00

28　(4.5-2.5+0.5)×0.5-0.6＝0.65

29　2.5×0.5+2.5×0.5-1.6＝0.90

30　2.5×0.5-0.6＝0.90

31　2.5×0.5+(4.5-0.5)×0.5-1.6＝2.15

32　(4.5+0.5)×0.5+(4.5-0.5)×0.5-1.6＝2.90

33　(4.5-0.5)×0.5-0.6＝1.40

34　(4.5-0.5)×0.5+2.5×0.5-1.6＝1.65

37　4.0×0.5-1.6＝0.40

36　4.0×0.5-1.6＝0.40

35　(4.5+0.5)×0.8+2.5×0.8-1.0＝5.00

21　(4.5-2.5+0.5)×0.5+(2.5-2.5)×0.5-1.6＝0.00

⑳　(4.0-4.0)×0.5-1.6＝0.00

Ｙ方向

Ｘ方向
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２０２０

　ＤＥＳＣＲＩＰＴＩＯＮ

株式会社 設計事務所
一級建築士　大臣登録〇〇〇〇号　　〇　〇　〇　〇
一級建築士事務所　北海道知事登録〇〇〇〇号

北方太郎　様邸新築工事

構　造 ＳNOSCALE
性能表示基準の壁量計算表 １３
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ＴＩＴＬＥ

ＤＲＡＷＩＮＧ
ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ ＫＩＮＤ ＮＯ

２０２０

　ＤＥＳＣＲＩＰＴＩＯＮ

株式会社 設計事務所
一級建築士　大臣登録〇〇〇〇号　　〇　〇　〇　〇
一級建築士事務所　北海道知事登録〇〇〇〇号

北方太郎　様邸新築工事

構　造 ＳNOSCALE

１３床倍率計算①

Y09

Y09

Y01

Y01

X
0
1

X
1
6

X
1
6

１階

１階

２階

２階

Ｘ方向

Ｘ方向

Ｙ方向

Ｙ方向

表４　火打構面のチェック

耐力壁の存在
する通り階・方向 床区画の面積　　㎡ 火打本数

火打１本の
負担面積

㎡

火打材取付

横架材最小
の寸法

水平構面の仕様

（評価基準１－１(３)ホ③表の仕様番号）

床倍率

Ｙ０９

Ｙ０５

Ｙ０１

Ｙ０７

Ｘ１６

Ｘ１０

Ｙ０９

Ｘ１６

Ｘ０７

Ｘ０１

Y07

X
0
7

3,600 7,200

1
,
8
0
0

4
,
5
0
0

1,800 4,500 4,500

3,600 4,500 2,700

Y05

X
0
1

2
,
7
0
0

3
,
6
0
0

2
,
7
0
0

9
0
0

水平構面伏図・２階床　　1/100

水平構面伏図・小屋床　　1/100

X
0
4

X
1
0

Ｙ０１

Ｘ０１

Ｘ０４

3.60×3.60＋4.50×0.90＋2.70×3.60＝26.37

10.80×2.70＝29.16

1.80×6.30＝11.34

1.80×6.30＋2.70×3.60＝21.06

1.80×3.60＋2.70×6.30＝23.49

4.50×10.80＝48.60

1.80×10.80＝19.44

3.60×6.30＝22.68

7.20×6.30＝45.36

－ －

－

－

－

－ － －

－－－

－

－ － －

　８  2.43

 3.24

　７

１６

１５

 3.24

 2.84

Ｆ１

Ｒ１

105

105

105

105

７ 構造用合板24mm以上、根太なし直貼り４周釘打ち、N75＠150以下 3.0

3.0

火打金物、平均負担面積3.3㎡以下、梁せい105以上

７

２６ 0.3

火打金物、平均負担面積3.3㎡以下、梁せい105以上２６ 0.3

２３ 火打金物、平均負担面積2.5㎡以下、梁せい105以上 0.5

表３　耐力壁線のチェック
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　ＤＥＳＣＲＩＰＴＩＯＮ

株式会社 設計事務所
一級建築士　大臣登録〇〇〇〇号　　〇　〇　〇　〇
一級建築士事務所　北海道知事登録〇〇〇〇号

北方太郎　様邸新築工事

構　造 ＳNOSCALE
床倍率計算②

構造耐力上主要な部分である継手又は仕口（１）

胴差

六角ﾅｯﾄM12羽子板ﾎﾞﾙﾄ

角座金(W4.5x40角)

六角ﾅｯﾄM12

角座金(W4.5x40角)

六角ﾎﾞﾙﾄM12

Ｊ１：大入れあり掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ×１

Ｊ２：大入れあり掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ×２

１５



※　 ●の壁． 筋違いを適用し、 筋違いの端部は筋違い端部詳細図を、 柱・ 横架材の仕口は柱・ 横架材仕口詳細図を参照する。

短ほぞ差し 短ほぞ差し 短ほぞ差し

平屋または最上階

その他の軸組端部の柱

短ほぞ差し 短ほぞ差し

長ほぞ差し
短ほぞ差し

長ほぞ差し

Ｌ 字金物 Ｌ 字金物
短ほぞ差し 短ほぞ差し

筋かい下部が

取り付く 柱の場合
左以外の柱の場合

筋かい下部が

取り付く 柱の場合
左以外の柱の場合

長ほぞ差し

Ｌ 字金物

羽子板ボルト
長ほぞ差し

Ｌ 字金物
短ほぞ差し

羽子板ボルト

短ざく 金物
長ほぞ差し

Ｌ 字金物
短ほぞ差し

羽子板ボルト

（ スクリュー釘なし）

長ほぞ差し

Ｌ 字金物 Ｖ字金物

長ほぞ差し

Ｌ 字金物

出隅の柱

金　 物

その他の部分（ ２ 階建ての１ 階部分）

Ｔ 字金物

（ ｽｸﾘｭー 釘なし）短ざく 金物

（ スクリュー釘なし） 金　 物金　 物金　 物

羽子板ボルト ・ 短ざく 金物

金　 物×２ 個

に

と

と

とち

り

ぬ

と

左以外の柱の場合

羽子板ボルト

短ざく 金物

長ほぞ差し

Ｌ 字金物

長ほぞ差し

Ｌ 字金物

ろ

ろ

ろ

は

に

ほ

筋かい下部が

Ｔ 字金物

Ｖ字金物

Ｖ字金物

長ほぞ差し

Ｌ 字金物

Ｔ 字金物

Ｖ字金物

Ｔ 字金物

羽子板ボルト

金　 物

金　 物金　 物

金　 物 金　 物金　 物

羽子板ボルト ・ 短ざく 金物

取付く 柱の場合

（ ｽｸﾘｭー 釘なし）

短ざく 金物Ｔ 字金物・ Ｖ字金物

ろは

は は

は

に

へ

と

と

ほ

ろ

ち

短ざく 金物

い い い い い

いいい

い い

ろろ

ろ ろ ろに に

柱の接合補強

柱の位置使用する

の種類 壁、 筋かいの種類

の木材の筋かい

壁､筋かい

木ずりその他これに類する

ものを柱及び間柱の片面ま

たは両面に打ち付けた壁

厚さ1. 5cm以上×幅9cm以上

の木材、 または径9mm以上

の鉄筋の筋かい

厚さ3cm以上×幅9cm以上

または9mm以上の鉄筋の筋

かいをたすき掛け

の木材の筋かいをたすき掛

厚さ4. 5cm以上の幅9cm以上

の木材の筋かい

厚さ3cm以上×幅9cm以上の

木材の筋かいをたすき掛

厚さ1. 5cm以上×幅9cm以上

の木材の筋かいをたすき掛

厚さ4. 5cm以上の幅9cm以上

壁倍率
筋違いの

端部

0. 5

1. 0

1. 5

2. 0

2. 0

2. 5

3. 0

4. 0

①

②

①

③

②

③

－

－

① ③

柱及び横架材を欠き込み、
それぞれに「 鉄丸釘65×5本」

N65釘5本(平打ち)

N65釘5本(平打ち)

筋違いプレート (BP)当て

各根平頭ボルト (M12)締め

釘打ち

1. 6厚以上の鋼板を介し、
・ 筋違いには「 12φボルト 」 及び

「 太め鉄丸釘65×3本」

・ 柱には「 太め鉄丸釘65×3本」

・ 横架材には「 太め鉄丸釘65×4本」

筋違いプレート (BP)当て

各根平頭ボルト (M12)締め

釘打ち

・ 筋違いには「 12φボルト 」 及び
2. 3厚以上の鋼板を介し、

・ 柱及び横架材には

「 4. 5φｽｸﾘｭー 釘50×7本」

「 4. 5φｽｸﾘｭー 釘50×5本」

長さ9cmの太め
鉄丸釘4本平打ち（ 柱）

長さ9cmの太め
鉄丸釘4本平打ち（ 横架材）

Ｖ字金物　 厚2. 3mm

長さ9cmの太め
鉄丸釘4本平打ち（ 横架材）

長さ9cmの太め
鉄丸釘4本平打ち（ 柱）

Ｖ字金物　 厚2. 3mm

※上記のＶ金物に替えて、 スリムプレート (CP-T相当)使用も可

厚4. 5mm、 40mm角の角座金

短ざく 金物　 厚3. 2mm

径12mmのボルト 締め
長さ50mm、 径4. 5mmの

厚4. 5mm、 40mm角の角座金

径12mmのボルト を溶接した金物

基　 礎

厚4. 5mm、 40mm角の角座金

長さ50mm、 径4. 5mmの

羽子板ボルト 厚3. 2mmの鋼板に

径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ締め（ 柱） を介してﾅｯﾄ締め（ 横架材）

径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ締め

径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ締め(柱)

を介してナット 締め(横架)

羽子板ﾎ゙ ﾙﾄ厚3. 2mmの
鋼板に径12mmのﾎ゙ ﾙﾄを
溶接した金物

鋼板添え板に止め付けた

（ 横架材など）
径16mmのボルト

厚3. 2mm

径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ2本（ 柱）

を介してナット 締め（ 横架材）

径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ締め(柱)

ｽｸﾘｭー 釘打ち（ 柱）

羽子板ボルト 厚3. 2mmの鋼板に
径12mmのボルト を溶接した金物

ｽｸﾘｭー 釘打ち（ 柱）

基　 礎

短ざく 金物 厚3. 2mm

を介してナット 締め（ 横架材）

厚4. 5mm、 40mm角の角座金

羽子板ボルト 厚3. 2mm

の鋼板に径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ
を溶接した金物

に へ

と り ぬ（ 下部）（ 上部）

長さ50mm、 径4. 5mmの
ｽｸﾘｭー 釘打ち（ 柱）

径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ締め(柱)

ほ

ち

胴差

柱

胴差

柱

胴差

柱
長ほぞさし

込み栓

土台

柱

土台

柱
かすがい 短ほぞさし

土台

柱
込み栓

柱

土台

ＣＰ－Ｌ

L字型鋼板(CP-L)厚2. 3mm
柱及び横架材に太め鉄丸釘65×5本

短ほぞさし

い ろ は

（ 上部） （ 下部）

（ 平成１ ２年度国土交通省告示１ ４６ ０号による）

● 柱・ 横架材仕口詳細図

● 筋違いの種類、 仕口に応じた緊結方法一覧表

1. 5kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

10kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

15kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ20kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ15kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

25kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

20kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

15kNホールダウン

15kNホールダウン

15kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

15kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

長ほぞさし

ﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ金物（ 耐力10kN）

上階が出隅の柱 上階が出隅の柱 上階が出隅でない柱

当該階が出隅の柱 当該階が出隅でない柱 当該階が出隅でない柱

（ ｽｸﾘｭー 釘なし）

構造用合板を打ち付けた壁

厚3. 2mm

鋼板添え板に止め付けた
※接合方法は（ と） に準ずる

径12mmのボルト 3本（ 柱）

径12mmのボルト ５ 本

径12mmのボルト 3本（ 柱）

厚3. 2mm

径16mmのボルト

径12mmのボルト 3本（ 柱）

厚3. 2mm

径16mmのボルト

ﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ金物

径16mmのﾎ゙ ﾙﾄ(土台を除く )

厚3. 2mm

※接合方法は（ と） に準ずる

径12mmのボルト ４ 本

（ 耐力25kN）
（ 耐力20kN）

（ 耐力15kN） 厚3. 2mm

ﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ金物（ 耐力15kN）

ﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ金物（ 耐力15kN）

（ と） を２個

使ったもの

SCZ D

特記なき継手・ 仕口の構造方法は、 (財)住宅金融普及協会発行の木造住宅工事仕様書(最新版)による。

マーク品の他品質試験報告書、 性能試験成績証明書付きの物とすること。

特記　 ： 　 使用金物類は、 日本住宅・ 木材技術センターのＺ 表示金物相当品とする事。

● 面材軸組詳細図

大壁( 山型釘打ち) 床勝ち仕様大壁( 山型釘打ち)

横架材

間柱

柱

面材

横架材

横架材

間柱

柱

面材

横架材

床受材 30×45

継目受材 45×45 継目受材 45×45

(床下地材)
ある場合はその上から

床受材：  30×45を床下地材が

土台・ 横架材にＮ75＠

300以下で釘打ち

石膏ボード 12㎜以上

構造用石膏ボードＡ種 12㎜以上

構造用石膏ボードＢ種 12㎜以上

　

　

構造用合板

　 内面： 5㎜以上

　 外面： 特類 7. 5㎜以上

構造用パネル(OSB) 9㎜以上

面材の種類と厚さ

● 共通仕様

Ｎ50

＠150以下

＠150以下

ＧＮＦ 40

釘の種類

とピッチ

※

※

※

※　 屋外に面する壁又は常時湿潤状態となるおそれのある

壁(屋外壁等)以外に用いる場合に限る
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株式会社 設計事務所
一級建築士　大臣登録〇〇〇〇号　　〇　〇　〇　〇
一級建築士事務所　北海道知事登録〇〇〇〇号

北方太郎　様邸新築工事

構　造 ＳNOSCALE
接合金物仕様書

● 筋違い端部詳細図 ● めり込み防止座金詳細図

② ＰＷ１２

かすがい

N値 0.0以下 N値 0.6以下 N値 1.0以下

N値 1.4以下 N値 1.6以下 N値 1.8以下

N値 2.8以下 N値 3.7以下 N値 4.7以下 N値 5.6以下
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